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鉄尨 性討ﾗｯﾄ に於けいﾃｷﾝ 鉄の利用性

東京家政学院短大 ○鈴 木 淳 子、 桑 野 和 民、 三 田 村 敏 男

【目的】 著者らは、緑茶および緑茶分画物の基礎、応用研究を続けている。既に、鉄欠乏性貧血ラットの回復に対して、

緑茶の直接摂取は悪影響を示さないが、紅茶の直接摂取は回復を遅らせることを報告した（第4  2 回日本家政学会、1990）。

今回は、鉄欠乏性貧血ラットに於ける、カテキン鉄および酸化カテキン鉄の鉄利用性を検討することにより、緑茶および

紅茶の直接摂取による影響の違いを推察した。また、緑茶および紅茶の直接摂取の確認試験を並行して行った。

【方法】 ①鉄源：A  I N －7  6 ミネラル混合に用いる御籤窮醍朧鸚観、茶カテキンの水溶液に硫酸第一鉄を添加して不

溶性の塩とし.^m し７ 調製した瀧賄階 靉 、同カｆキン水溶液を加熱、攬伴し７酸化させた後、硫酸第一鉄を加え７調製

ド 酸師 鏝朧 聊 ヽぎ こ, 些幹のため、プタヘモグロビンから調製・ｵaと示販・細 無 も用丿心Rlil 物実験こ3 週齢の

Wistar系雄ラットを、鉄欠乏飼料により３週間飼育し、鉄欠乏性貧血ラットとした。その後、鉄源としてクェン酸第二鉄を

用いた対照（Ｃ）群、Ｃ群の飼料に緑茶粉末を2 ％添加した緑茶（Ｇ）群、紅茶粉末を2 ％添加した紅茶（Ｂ）群、また、

鉄源を代えたヘム鉄（Ｈ）群、カテキン鉄（ＣＡ）群、酸化カテキン鉄（Ｏ）群の６群（1 群５匹）に分け、２週間の回復
試験を行った。

回復試験後、ヘモグロビン（Ｈｂ）、ヘマトクリット、血清鉄等の他、それぞれの鉄源中の鉄利用性を検討する為に、Ｈ

ｂ再生効率（Ｈｂの増加に使用された鉄／鉄の摂取量）を比較した。

【結果】 緑茶および紅茶の直接摂取は前回と同様の結果であった。鉄源別に見た回復試験後のHb は、Ｃ群11.3士0.9、

Ｈ群6.80土0.4、CA 群9.4土0.8、○群8.5±0.8でヘム鉄が最も低かった。また、他のパラメーターも同様の傾向であった。

各鉄源のＨｂ再生効率は、クェン酸第二鉄を１００とすると、ヘム鉄2  2 、カテキン鉄7  3 、酸化カテキン鉄4 9 であった。

以上のように、カテキン鉄より酸化カテキン鉄の方が、利用性が低いことから、紅茶の直接摂取は貧血の回復を遅らせる

と考えられた。しかし、カテキン、酸化カテキンの水溶液を飲水とした場合の貧血回復試験では、有意差の出るような回復

の遅延を示さなかったので（第3  9 回日本食品工業学会、1992）、紅茶直接摂取の悪影響は、酸化カテキン以外の因子の存

在も考えられた。完全に水不溶性となったカテキン鉄、酸化カテキン鉄中の鉄は、ラットの消化管内で遊離し、ヘム鉄より

良く利用されたことは、飲用の場合の結果と合わせ、カテキン摂取の安全性の一端を示すものと考えられた。

なお、市販ヘム鉄の鉄利用性が悪いことは、先の第4 6 回日本栄養・食糧学会（1992) で報告した。

C 164　　 飼 料 中 の 食 塩 濃 度 お よ び 小 麦 フ ス マ 添 加 が ミ ネ ラ ル 摂 取 に 及 ぼ す 影 響

( 松 山 東 雲 女 子 大 ） ○ 永 井 輛 江,    ( 松 山 東 雲 短 大 ） 小 川 時 江,

（ 実 践 女 大 家 政 ） 中 川 靖 江　 （ 国 立 健 栄 研・ 応 用 食 品 部 ）　 辻　 啓 介 ，

目 的　 近 年 ， 食 物 繊 維 の 栄 養 的 な 有 効 性 に 関 す る 認 識 も 定 着 し つ つ あ る 。 し か し ， 一 方

で は ミ ネ ラ ル の 吸 収 阻 害 に 対 す る 懸 念 も 根 強 い も の が あ る 。 そ こ で ， 我 々 は 食 物 繊 維 の ミ

ネ ラ ル 吸 着 能 に よ るNa の 体 外 排 泄 効 果 の 有 無 を 検討 す る た め に 飼 料 中 の 食 塩 濃 度 を 変 動 さ

せ て 低Na 食 と 高Na 食 を 設定 し,     Naや 他 の ミ ネ ラ ル の 生 体 内 挙 動 に つ い て の 検 討 を 行 っ た 。

方 法　 実 験 動 物 は 初 体 重lOOg の ウ イ ス タ-  * の 雄 ラ ッ ト を 使 用 し,     4 群 に 分 け た 。 基 本

飼 料 食 （ 低Na 食 ， 食 塩 濃 度0.26!i! ）, こ れ に 食 塩 を 補 足 し て 調 製 し た 飼 料 食 （ 高Na 食 ， 食

塩 濃 度n ）, さ ら に 各 群 に 食 物 繊 維 と し て 小 麦 フ ス マ（ フ ス マ ） をlO ％添 加 し た 計４ 種 類

の 実 験 飼 料 群 を 設 定 し た 。 飼 料 と 水 は 自 由 摂 取 と し,     3 週 間 飼 育 し た。 ミ ネ ラ ル の 出 納 を

見 る た め に 飼 育 終 了 日 の ３ 日 前 か ら 糞 を 採 取し 分 析 に 供し た。

結 果　 低Ha 食 群 の 摂 食 量 は 成 長 に 比 例 し て 増 加 し た が 高Na 食 群 は 飼育lO 日 目 位 か ら 摂 食

量 が 増 加 せ ず ， 実 験 終 了 段 階 で は 低Na 食 群 に 比し て 有 意 に 低 値 を 示 し た。 見 か け のNa 吸 収

率 は 低Na 食 で 低 く ， 高Na 食 で 高 値 を 示 し た 。 ま た ， フ ス マ 添 加 群 は 各 群 と も にNa の 吸 収 率

は 抑 制さ れ ， そ の 作 用 は 高Na 食 で 効 果 的 で あ っ た が ， フ ス マ 中 のNa 量 が 付 加 さ れ て 却 っ て

摂 取 量 が 増 加 し た 。 そ の 他 のK,Ca,Mg,Zn,Cu,Fe な ど の 各 種 ミ ネ ラ ル の 摂 取 量 は 同 様 に 低Na

食 で 高 く ， 高Na 食 で 減 少し た 。 血 清 中 のZn 量 は 低Na  ･ フ ス マ 無 添 加 群 で 最 も 高 値 を 示 し た，

フ ス マ 添 加 群 は フ ス マ 中 の ミ ネ ラ ル が 付 加 さ れ て,     K,Ca,Hg は 体 内 で 効 果 的 に 利 用 さ れ た

が,    Zn,Cu な ど の 微 量 元 素 で は フ ス マ に よ る 吸 収 阻 害 が 認 め ら れ 負 の 効 果 を 示 し た 。
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